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キューバとの学術交流をめざす ｢地球宇宙平和研究所｣ (横浜) のおよ
そ１週間のキューバ行に, 第１回の ’07年は畏友の木村英亮副所長・団長
のお誘いを頂戴し, 第２回の ’08年もおなじく中西治所長・団長に引率し
ていただいて参加できた｡ おかげで中南米にもスペイン語にも根っから無
知なわたしも, ソ連頼みの時代とは一変しつつある ｢今のキューバ｣ の匂
いを嗅ぐことができた｡
２度とも, 一時滞在先のニューヨークから, ひとまずメキシコはユカタ
ン半島の北端に位置する一大リゾート地カンクンにとんだ｡ 米国とキュー
バはたがいに直通定期便の運行をみとめていないので (許可をえたチャー
ター便は可能), わたしとしてはニューヨークから搭乗してきた米国機を
カンクンで乗りすてる必要があったわけである｡ そこからキューバ航空の
定期便にのりかえてハバナ入りし, カナダのトロント経由で成田から直行
してきた本隊と落ちあった｡
カンクンでのりついだキューバ国営航空のヤク42型機はソ連から提供を
うけて以来虎の子よろしくとことん使用してきたものとみえて, ’07年春
に搭乗したそれは入り口扉の右上端が破損して欠けたままだった｡
３回目になる ’12年２月末の10日ほどの訪問はハーバード大同窓会がは
じめて企画した ｢キューバ勉強旅行｣ に, 同会の生涯教育局長をつとめる
旧知のＴ・バートレー女史 (Treaty BARTLEY) のお誘いをえてくわえて
もらったもので, 30才代から上は80才にちかい方にいたる20人ほどのメン
バーのつかれをしらぬ勉強ぶりはおどろきだった｡
’12年の10月は, ソ連がキューバに核ミサイルをもちこみ, これを発見
して撤去を迫る米国と核戦争の一歩手前までいった ｢ミサイル危機｣ から
ちょうど半世紀になる｡
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この間, 依然として世界には２万発の核弾頭が存在し, 核をもつ国はか
えって増加している｡
２回目のキューバ訪問時にはキューバ軍の戦史担当の将校らにブリーフィ
ングをうける機会もえたものの, 北方にのしかかる米国から国を防衛する
ための軍事援助としてソ連からは一貫して通常兵器以上のものを求めたこ
とのないカストロのキューバに, なぜフルシチョフが核ミサイルをもちこ
んだのか, その真の動機についてはいまも議論は決着していない｡
この問題は, いまや形骸化している核不拡散体制の問題点とあわせて,
核大国とこれに批判的な中小国の相互関係を照らし出す実例として, 稿を
あらためて追求する必要があるが, ここではとりあえず３回の訪問の印象
記を綴ることで責めを果たしたい｡
カナダはとび切りの友好国
’07年にキューバ入りしたときの使い古したソ連機とまったく対照的だっ
たのが, 到着したハバナのホセ・マルティ国際空港のいでたちだった｡
東南アジアの寺院風の, 鮮やかな赤でふちどられた淡褐色の大屋根をい
ただく空港は, 新築間もないような印象を与える清潔で機能性あふれる建
物だった｡ 聞けば1997年に当時のクレティアン・カナダ首相みずからがの
りこんで空港開きをした, そっくりカナダ企業の手になる作品というでは
ないか｡
それは, 89年から91年にかけて東欧諸国の共産政権とソ連そのものが崩
壊した結果, 経済の土台を支えてきた最大のパートナーを失ってみずから
も体制崩壊の危機に瀕したキューバが, 西側の先進工業国からの投資や貿
易にスイッチを切りかえて生きのこってきた事実を物語るとともに, キュー
バにおけるカナダの年期の入った存在感を直観させてくれるターミナルで
あった｡
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カナダ企業やカナダとの60近い合弁会社がキューバの空港群の発着設備
や現代的なホテルの運営方式にはじまり, カナダ製コーラやフライド・ポ
テトをはじめとする食品類から文房具・医療器具にいたる万般の商品を提
供しており, キューバの工業を支えるべき鉱山部門の開発でもカナダ企業
が最大のはたらきをしているらしい｡ (合弁会社の１位は旧宗主国のスペ
インで101社｡ カナダはこれにつぐ２位につけている｡ ちなみにニッケル
はロシアにつぐ世界２位の埋蔵量でしられており, 有望といわれる海底油
田の開発には EU諸国や中国ものり出している｡)
あとにもふれるように, 観光業はいまやキューバを支える主要産業のひ
とつになっている｡ カナダはキューバ観光業の最大のマーケットとなって
いて, 年間60万人の市民がキューバの風光を楽しんで外貨をもたらすとと
もに, キューバの銀行制度や税制, 世界経済をふまえた経済計画のたて方
等の支援にも専門家をおくりこんでいる｡
合衆国という北米大陸の巨象にそれぞれ北と南に隣接して密接にかかわ
らざるをえないできた国情から, 歴代のカナダ政府がカストロ政権の発足
いらい一貫してキューバに好意的な姿勢をとってきた歴史が, そこには働
いている｡
対英独立戦争に立ち上がった北米13州の大陸会議は1774年, 75年と ｢カ
ナダ人｣ とフランス人に共同闘争をよびかけたあと, 1775年と76年には米
軍の一部がケベックに侵入して押し返されていた｡
このように建国当初から北方への膨脹を目ざしていた米国は, 頃やよし
と1812年に本格的な侵攻を開始する｡ 侵攻直後にトマス・ジェファソンが
僚友におくったつぎの書簡が率直にのべているとうりである｡
｢いまやカナダをケベック辺りまで獲得することは，行進していくだけ
で可能だ｡ そのあとハリファックスの攻撃にとりかかり, 英国を最終的に
大陸から放逐するのに必要な経験をつむことにしよう｣ (1812年８月４日
付けウィリアム・ドゥアーヌあて書簡, ｢ジェファソン文書｣, 米国議会図
書館所蔵)
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しかし, ナポレオン戦争で優勢に立った英国が海軍力を米国にふりむけ
大西洋沿岸を封鎖したことに大きく助けられ, カナダ側は米国軍をはねか
えすことができた｡
このときの ｢10倍もの軍勢を押しもどし, そのご２度と侵攻させなかっ
た誇り｣ がカナダ人のナショナル・アイデンティティ形成の原点なのであ
(桃山法学 第20･21号 ’12)140
1959：カストロ政権成立
1961：キューバ,
社会主義圏に入る
1962：キューバのミサイル危機
1992：ソ連崩壊（1991）により
ソ連からの石油輸入・補助金消滅
2001：米国から食糧輸入開始
2002：米国のカーター元大統領キューバ訪問
2006：フィデル, 病気のため,
あとを弟ラウルに任せる, と発表
（ラウル, 2008に正式に国家評議会
議長；2011には共産党第1書記も
かねる；2012. 11現在，フィデル86才,
ラウル81才)
人口 1,120万人
ひとりあたり所得5,565ドル
（世界銀行, 2008）
平均寿命 男性76才, 女性79才
（WHO, 2010；世界の平均寿命は
男性66才, 女性70才；カストロ政権成立
以前のキューバの平均寿命は50才代）
乳児死亡率 1,000人にたいし5・3人（WHO, 2007）
米国以下！
インタネット：キューバ人の 10％ が
公式のイントラネットに接続
女性国会議員の比率：611人中 265人
全体の 43.7％
表１．基本データ
る｡
フロリダ半島の南端からわずか90マイルに位置するキューバにも米国が
早くから食指をうごかしていたことは, たとえば1823年４月23日付けでジョ
ン・クインシー・アダムス国務長官がマドリッド駐在の米国公使ヒュー・
ネルソンにおくった書簡でも明らかだ｡
｢キューバをわたしたちの連邦共和国に併合することは米国の継続と一
体性にとって不可欠である, という信念に抗することはおよそ不可能であ
る｡ [……] キューバが自力では立ちゆかない以上, 強風によって枝から
はなれたリンゴが地上におちるほかないのと同様の自然法則によって, キュー
バはスペインとの不自然なつながりから力によって切りはなされ米国に引
きよせられるほかはなく, 米国もキューバを抱きとるほかないのである｣
(Willis JOHNSON, The History of Cuba, NY, 1920, vol. 2, p. 262)
ちなみにこうした陸と海の「帝国」への志向は, のちのマッキンリー大
統領の主張を待つまでもなく建国の父祖たちのおおくが夙に共有していた
ところなのである。さきにあげたジェファソン自身, 独立宣言を起草する
一方でジェイムズ・マディソンにあててつぎのように書きおくっているこ
とを確認しておこう｡
｢天地創造いらい思いつかれたことのないような [……] 自由の帝国
[an empire for liberty] を, わたしたちはもたねばならない｡ わたしは確
信している, わたしたちの憲法ほど帝国と自治の拡大に適するようにおも
い計ってつくられたものはない, と｣ (1809年４月27日付け書簡, 前掲
｢ジェファソン文書｣)
世界遺産都市ハバナの ｢生きた遺産｣ はクラシック・カー
空港からキューバ政府系パナ・アメリコ社が経営するタクシー会社のパ
ナ・タクシーで市内に向かったとき, 運転手をつとめてくれたのがマリオ・
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アントニオくんなる好青年だ｡ かれは ｢今日はわたしの36才の誕生日なの
でその旨を一言, 妻に伝えさせて下さい｣ と夫人あての携帯電話をかけお
わると, あとは車とすれちがうごとに湧き出るように自動車通の蘊蓄
うんちく
を披
露してくれた｡ あれはダッヂの58年型, これはモスクヴィチの80年型, う
んぬんうんぬん, と｡
カストロ・キューバ成立以前からキューバで走っていた外車のおおくは,
｢この島の帝国主義的過去の遺産｣ ときめつけられてきたのだが, 時代は
かわった｡
米国から輸入され ｢ヤンキーの戦車
タン ク
たち｣ とよばれた車 そのご目に
しただけでも50年型シボレー, 52年型ポンティアック, 56年型プリマスと
多彩をきわめていた はいまは国外への持出しは禁止されている｡
世界一の数と種類をほこるクラシック・カーの一大軍団はいまや国の資
産として保護されているわけである｡
左手につらなる防波堤をこえんばかりに, 大西洋の荒々しい白波がよせ
ては砕け散る紺碧の海をまじかに眺めながらマレコン大通りを疾走すると,
オールド・タウンに入る｡
そこは, スペイン植民地の時代から革命前の50年代にいたる様々な時期
にたてられた教会や旧議事堂や柱廊にふちどられたバロック・ネオクラシッ
ク・モダンなどなどの石造建築と石畳の広場が入りまじる魅力的な空間だっ
た｡
そして，カジノもふくめ多様な快楽でにぎわった往時以来この街を走り
つづけてきた大小のクラシック・カーは, 世界遺産の都市ハバナにとって
ヴェネツィアのゴンドラやサンフランシスコのケーブルカーに匹敵する観
光資源となっているわけである｡
この資源をポンコツ化させずに効率よく走りつづけさせる苦心はひとか
たのものではないはずだ｡ とあらば加勢せずにはおかないという米国市民
のグループがあらわれ, 車の修復・再生とあわせて草の根の市民交流も再
生しようとさまざまなプロジェクトを手がけている，と聞いた｡
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そういえば, ハバナに到着し一夜明けてハバナ大学を訪れ大学間の国際
交流を担当している古生物学者のＭ女史 (中国系キューバ人｡ 奴隷貿易が
禁止されたとき黒人労働力を補充するためにキューバにやってきた中国人
移民はすでに150年の歴史をもつ) の案内をうけていたとき, 米国人の一
団が到着して高齢・白髪の男性名誉教授 (─にしてユダヤ人, とＭ女史が
解説してくれた) の話に聴きいっていた｡
この日の夕食をオールドタウンの料理店でとっていると, おなじ店を予
約していたとみえて上記のアメリカ人グループがやってきた｡ シカゴ周辺
に住むユダヤ系米国人の医師・教師・弁護士などのヴォランティア・グルー
プであり, 生活苦になやむご当地のユダヤ人コミュニティに届けるための
薬品や食品を携えての旅行だという｡
キューバと国交のない米国から, このように法的にいえば非合法のまま
堂々と入国してくる ｢非キューバ系｣ 米国人は年間10万人はくだらないと
聞いた｡
外貨を歓迎したいキューバ政府は２ヶ月までの訪問客にはヴィザは不要
としており, 出発国の旅行社なり航空会社のデスクなりで15ドルを支払う
だけで期間30日のトゥーリスト・カードなるものを発行してくれる｡ (カ
ナダ人なら90日有効のカードが出る｡)
米国市民の場合は拙文の冒頭でふれたように, たとえば米国いがいの通
過国メキシコのカンクンで上記のカードを入手しさえすればキューバに入
国できる｡ カードはパスポートにはさみこむだけの小さな１枚の紙片にす
ぎないので, キューバを出国するときにこれをはずせば, パスポートには
キューバを訪れたという痕跡は一切のこらない仕掛けである｡
(ただし米国政府は法律上は一般の米国人の自由なキューバ旅行を禁じ
ており, 違反すると最高25万ドルの罰金または10年の刑がまっているのが
｢原則｣ である｡ ‘12年のハーバード大同窓会勉強旅行一行は米国政府の許
可をえていたが, 正式の国交がないところから，渡航許可をだすのは国務
省でなく ｢財務省海外財産管理局キューバ旅行室｣ なる組織がうけもって
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いた｡)
２年ぶりに修復工事が完成して ‘07年春に公開されたばかりの, ハバナ
郊外の丘に立つ文豪ヘミングウェイの邸宅でも, ｢ヘミングウェイの文体
こそ最高｣, ｢いや, わたしはフィッツジェラルドの方がいいとおもう｣ な
どと邸内の書斎をのぞきこみながら文学論議をたたかわせるエレガントな
中年の米国婦人のグループをみかけた｡ ニューヨークで文学サロンを開い
ている同人一行だとのこと｡ 彼女たちもおなじ手順でやってきたのだった｡
ところで ‘07年訪問時の２日目, キューバの新市街をみわたすことので
きる地上32階の料理店ラ・トーレで中食をとったさい, ガイド役を引きう
けてくれたキューバ旅行専門の旅行社ボデギーダ社代表の清野史郎さんか
ら, 海沿いの広場にそびえ建つ７階建ての巨大ビルを指
さ
して, ｢あれが米
国の利益代表部です｣ と教わったときのおどろきは, いまもわすれない｡
三題噺的になるが, このキューバ入り直後の数日間に見聞した米国の利
益代表部, 都市内有機農園
オ ル ガ ニ ポ ニ コ ス
, そしてヴァラデッロに代表される一連の巨大
リゾート＝観光産業, この３点セットがわたしにとって ｢今のキューバ｣
の第一印象だった｡
経済封鎖がつづくのに米国の巨大代表部
正式・完全な外交関係のない国が相手国におく利益代表部は, 他国の大
使館に間借りをするのが常である｡ キューバ外務省が出している ｢ディプ
ロマティック・リスト｣ (自国に駐在する外交機関とその職員名の一覧表)
をみても, 合衆国の利益代表部は ｢スイス大使館｣ の欄に記載されている
と聞いていたので, スイス大使館のなかに数室の割当をうけたていどの間
借り生活であろうと勝手におもい込んでいたわたしのおどろきは, それだ
け大きかった｡
ハバナ駐在日本大使館一等書記官の大野正義さんによると, 国務省から
やってきた米国人職員およそ30人とこれを助ける現地採用の職員約100人,
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これにこまごました仕事をうけもつ補助要員をくわえると200人前後をか
かえる, キューバでは図抜けて大規模の外交機関だというのである｡ (ち
なみにキューバと正式の外交関係を結んでいる日本大使館は, 本国からき
た10人の日本人外交官ならびにほぼ同数の現地職員がビルのワンフロアー
を占める, という規模にとどまっている｡)
あとにもふれるように, 1994年の合意以来, 米国は移住をのぞむキュー
バ人を一定数うけ入れる一方, 150万人に達するキューバ系米国人には３
年に１度の里帰り権をみとめた｡ とうぜんハバナの利益代表部がその手続
きをうけもつわけだが, ‘09年にいたってオバマ政権はキューバ系米国人
のキューバ訪問回数や滞在期間, そしてかれらがキューバの親族におくる
ドルの送金額などに課されていた一切の制限を撤廃したのである｡
また2001年からは米国がキューバの貿易相手国として急浮上してきた事
情も代表部の仕事を拡充している｡ 食糧不足に悩むキューバの求めをいれ
た米国は, ｢現物を引きわたすまえに現金のドルで代金をわたすこと｣ を
条件にして生きた家畜・米・卵・チキン・とうもろこし・コンデンスミル
クといった日用食品の主要な供給者におどり出たのである｡ その額は2008
年には８億ドルをこえ, 米国はキューバにとって４番目に重要な輸入相手
国になった｡ (2006年現在ですでにキューバの輸入米の96％, トリ肉の70
％は米国産が占めていた。[www.fas.usda/gov/itp/cuba/cuba-faq.html; http://
tse.export.gov/ accessed 21 February 2010])
キューバ産品の米国むけ輸出には米国は経済封鎖法をたてにして一切応
・・
じないので, キューバ側が米国の食品を一方的に輸入しているわけである｡
くわえて公式・非公式のチャンネルをキューバ社会に張りめぐらせて内
情をつかむための基地としての役割もかんがえると, ハバナの一等地にた
つ巨大な利益代表部は圧倒的な存在感を示している｡ (キューバの米国に
おける利益代表部はワシントンのチェコ大使館におかれている｡)
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わたしたちは利益代表部代表に会うため, ‘12年２月21日に公邸を訪問
した｡ 第２次大戦中の1942年, ２万平方メートル近い敷地の上に完工した
65室からなる豪壮な公邸の主は, 両国の外交関係が正式のレヴェルまで上
がれば, いうまでもなく ｢大使｣ と名乗ることになるわけである｡ 図１に
ご覧いただけるとうり, 公邸まえにひろがる庭園の一角だけみても, 米国
のみならず世界中の各国の大使公邸のなかでもぬきんでた規模を誇ると聞
いていたとおりの宏壮さだった｡
ジョン・コルフィールダー (John CAULFIELDER) 代表は着任４ヶ月
目, 中南米地域を専門に歩いてきたキャリアー外交官である｡ 代表による
と, キューバには124カ国が大使館をおいているが, 米国が利益代表部に
止まっていることの一番の物理的制約は自分たち米国外交官のみならずキュー
バ人の現地職員にいたるまで, キューバ政府の許可をえないとハバナ市外
には出られないことくらいだ, という｡
ただし許可さえとれば行動に特別の制約はなく, 同氏はこの数ヶ月でえ
た実感として，ニッケルなどの鉱物資源にめぐまれていることや進行中の
海底油田探査成功の可能性とならんで，「この国が西半球では米国・カナ
ダにつぐ豊かな農業国になりうる潜在力を秘めており, 世界一のビーフ輸
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図１．米国利益代表部ジョン・コルフィールダー代表と筆者@Roland BYE
出国になるのも夢ではないとおもう｡ それには指導者たちが ‘50年代から
持ちこしてきた価値観となによりも変化にたいする恐怖とを投げ捨てるこ
とだ｡ カギは若者たちに情報にたいするアクセスを開放することにある｣
と述懐していた｡
代表はわたしたちの会見の翌日には米国から２人の国会議員を迎える予
定と聞いた。
利益代表部にひさしを貸しているいわばホスト役であるキューバ駐在ス
イス大使のペーテル・ブルクハルト氏 (Peter BURKHARD) にも会って,
｢そうした政治的に重要度の高い接触が予想される場合にはホスト役のス
イス大使が仲介にたったり立ち会ったりすることもあるのか｣ をたしかめ
たところ，返ってきた答はこうだった。
「わたしの知るかぎりでは米国側からの依頼は一切ないし, キューバ側
もわたしたちスイス人を通さないで米国側と直接接触するのを好んでいま
す｣。そう答えてくれたあと, ウィンクしてつけくわえた｡ ｢わたしの方も
ワシントンに出かけては, わたしが貴国のお役にたっているキューバ駐在
スイス大使です，と名乗って議会筋に人脈をひろげるのに役立てています｣
と (’12年２月23日の談話)｡
なお，米国＝キューバ関係については，どうしても一言つけくわえてお
くべき「事実」がある。
ソ連が崩壊した結果，米国の柔らかい下腹部ともいえるカリブ海の戦略
状況は一変した。米国にとってキューバが安全保障上の脅威であることは
100％なくなった。このため両国の間には，すでに以下のような協力関係
が成立している。
キューバと米国の陸上の国境，つまり米国が租借しつづけているグ
アンタナモ海軍基地の周辺では衝突・紛争回避のため両国の軍人がほとん
ど毎月，定期協議・交流をかさねてプロフェッショナルな実務関係をつく
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りあげている。(ちなみに9.11テロ関係の容疑者を米国がグアンタナモに
運び込み米国法にすら違反する取り扱いをつづけていることにたいしても，
キューバ政府は公式の批判をくわえることを抑制しつづけている｡）
海上ではフロリダ海峡を中心にして両国の沿岸警備隊が密接に協力
しており，領海ちかくで不法移民をみつけたときはすかさず相手国の警備
艇にひきわたす慣例ができあがっている。
米国はグアンタナモ基地の入口に敷設していた機雷群をすでに自発的に
撤去しており，悪天候をさけてキューバ側の警備艇などが緊急避難するこ
とが可能になっている。
マイアミとハバナの気象当局間では，ハリケーンをはじめとする気
象情報を交換するための緊密な長期的な体制ができあがっている。
‘70年代にカーター大統領の英断もあってお互いの首都に利益代表
部が設置されたこと，’01年には米国からの大規模な農産物輸出が始まっ
たこと，はすでにのべた。
ハーバード大同窓会勉強旅行の冒頭，アジアにむかう多忙な旅程をさい
てチューター役をつとめてくださった同大学切ってのラテン・アメリカ研
究の権威，ホルヘ・ロドリゲス教授にいわせると，｢不法移民の取り締ま
り一つとっても，米国とメキシコとの関係はおろか EU加盟国同士も及ば
ないほど密接な協力関係が成立しており，空飛ぶ円盤に身をおいて見下ろ
してみると，キューバと米国が地球上でもっとも模範的な同盟をむすんで
いる，とすら映じるはずだ」といってよい逆説的な間柄がすでに醸成され
ているわけである（‘12年２月21日の談話)。
あとでもふれるように, ‘61年以来つづく米国の経済封鎖に対抗してキュー
バ経済を支えてきたソ連圏からの安価な石油と ｢補助金｣, この命綱がベ
ルリンの壁の解体からソ連本体の崩壊にいたる過程でプッツリ切れたこと
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苦しまぎれにはじめた都市内有機農業
オ ル ガ ニ ポ ニ コ ス
は, なによりもキューバ農業を直撃した｡
化学肥料も農薬も入らなくなり, トラクターや農作業機械は石油不足で
うごかなくなった｡ 農業生産の激減によって, 極端に貧しくなった食卓に
悲鳴をあげた都市の住民は, 公園や空地や集合住宅の屋上やら, いたると
ころで苦しまぎれに農作物をつくりはじめた｡ そのさい農薬不足で無農薬
に徹さざるをえないところから, ミミズを組織的に飼育・繁殖させたうえ
で土に帰して土壌の質をあげ害虫を捕食させ, 動かせなくなったトラクター
に代って牛に引かせる鋤農法に回帰するという具合に工夫をかさねた ｢バ
イオ農法｣ を実践しはじめた｡
こうして生まれたのがオルガニポニコスである｡ 経営形態は個人による
もの・協同組合方式・国営方式などさまざまだ｡ わたしたちは農民出身の
キューバ革命軍もと大佐殿がすすんで農場長となり, 元気な定年退職者の
労働力を活用して有機野菜を生産している農場と, ある集合住宅にすむ農
業省のお役人・化学技師・ガードマン・建設企業の職員など数人の同志で
スタートして現在は150人の組合員から成る農業協同組合に発展した農場
という, ２つのタイプの農場を見学することができた｡
両者のリーダーに共通していたのは, ラテン・アメリカ切っての化学肥
料・農薬消費国におち入っていたキューバが石油漬け社会から脱却する道
のひとつが, はしなくも自分たちが苦しまぎれにはじめた農法にある, と
いう誇らかな表情だった｡
オルガニポニコスはハバナ市内でおよそ1000箇所, 全国では7000箇所を
かぞえ, あわせて20万人をこえる新規の働き口をつくり出しているといわ
れる｡ 上にのべた後者の組合の理事長をつとめるミグエル・ロペスさんは,
｢有機農法はじっさいには人力中心でコストが高くつくし, 外貨をかせが
ないのでどこもお金を貸してくれない, クレジットも設定してくれないと
いうハンデをかかえているものの, すくなくともハバナにかんするかぎり
有機野菜にたいする需要が大きくて供給が追いつかないというのがうれし
い現状であり, わたしたちは化学農薬は100パーセント使用しない方針を
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今後もとことんつらぬくつもりでいる｡
ただし, キューバ人が１人あたり年間に50キロ消費する米の半分は, 化
学肥料で栽培している外国米の輸入に頼っている｡ 国の規模でかんがえる
と, きびしい国際経済のなかでバイオ農法をどう生かし発展させていくこ
とができるか, はとてつもなく大きな課題で, いまのところ答えはない｣
と語ってくれた｡
末期のソ連＝キューバ関係小史
それにしても, ソ連という支えを失うことがどれほどの経済的な打撃で
あったか｡ いまにいたるキューバの ｢転換のくるしみ｣ をしるためにも,
ここで末期のキューバ＝ソ連史を復習しておくことをお許しねがいたい｡
1985年に改革者ゴルバチョフがトップ・リーダーになったソ連は, 1988
年のアフガニスタン撤退以降, 海外の友好国や革命運動への支援を劇的に
削減していく｡ 中南米でも, こうしてキューバの盟友ニカラグアの左派政
権が退場し, キューバも革命を輸出することより自国の革命を守ることに
専念せざるをえなくなる｡
1988年４月, キューバ訪問を予告してから２年にしてようやくハバナを
訪れたゴルバチョフは明言した｡ ｢わたしたちは革命や反革命の輸出, 主
権国家へのあらゆる形態の内政干渉を正当化するようなありとあらゆる理
論と教義に断乎反対する｣ と｡ (｢ウォールストリート・ジャーナル｣, 89
年８月21日号)
これは, その２年前にゴルバチョフ書記長の側近が ｢プラウダ｣ 紙に書
いた趣旨を確認したものであったが, ゴルバチョフ自身がほかならぬキュー
バで語ったことの重味は決定的だった｡ それは, 共産国にいつ何時
なんどき
してや
られるかもしれないという警戒心を西側諸国から取りのぞいた，というに
は止まらなかった。
ほかならぬ国際共産主義運動の「祖国」は,「永遠の革命家チェ｣ の国
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キューバを舞台にえらんで共産主義運動史に幕を引いたのである｡
ソ連＝キューバ関係はすでにこれ以前から苦々しい対立が表面化してい
た｡ ミハイル・セルゲーエヴィッチがやってくる３ヶ月前の1989年１月,
カストロはキューバ共産党の幹部をまえにしてにこりともせず言明してい
た｡ ｢キューバ共産党内にあってペレストロイカとグラースナスチに賛意
をしめすものは反体制派・反革命派とおなじ穴のむじなである｡ われわれ
は党の隊列のなかにそのような路線をふみ外した人間をみとめるわけには
いかない｣ (ロンドン ｢エコノミスト｣, 89年８月19日号)
この年７月13日, ｢キューバ革命の６人の英雄｣ のひとりであり, アフ
リカ南部のアンゴラへの派遣軍総司令官としても勇名をとどろかせたアル
ナルド・オチョア将軍がとつぜん逮捕され処刑された｡ 麻薬の取引きと反
逆罪が罪状とされていたが, 発表どおりに信じた者は皆無だった｡ ほかに
将軍に心をよせてきた軍や内務省の高官が何人も処刑されたり解任された
りした｡
国民に絶大な人気のあったオチョア将軍が, ソ連・東欧で進行する自由
化のうごきのなかでかりにも自分に対抗するトップ・リーダーにかつぎ上
げられ ｢キューバのゴルビー｣ になりかねない可能性をカストロが摘みと
ろうとしたもの, すくなくともキューバ版のミニ天安門事件を誘発しうる
かもしれない芽を未然につぶしたもの, とみてよかった。
カストロのキューバでは,「モスクワ・ニュース｣ といったソ連の改革
派のメディアも, ｢国民の政治参加の最高の形態としてブルジョア民主主
義をもち上げアメリカ的生活様式を礼賛している｣ として, 発禁処分になっ
た｡
もっともカストロはソ連共産党内外の共産主義保守派と手を組んで具体
的に抵抗運動を展開するといったことは, キューバにとって危険すぎるこ
とは知悉していた｡
貿易の85パーセントはソ連圏が相手であり, それも特恵的な条件をみと
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められていたからだ｡ ソ連はとくにキューバの砂糖を丸々引きとって石油
で, それも国際価格の４分の１の価格で計算した石油で支払ってくれてい
たのである｡ だが, ゴルビー訪問から２年たつと貿易の形をとったこの
｢補助金｣ はほぼ０となった｡ キューバ共産党政治局員のひとりの言を借
りるなら, ｢1961年からつづいている米国の経済封鎖につぐ第２の経済封
鎖｣ (｢ルモンド｣, 1992年８月５日号) といわざるをえない状況に追いこ
まれたのである｡
米国はといえば, 政治家たちは圧倒的多数の世界各国からの批判を浴び
ているにもかかわらず (国連総会では, キューバにたいする経済封鎖取り
やめを求める決議案が毎年圧倒的な賛成を得て採択されつづけている),
キューバにたいする封鎖をとこうとはしなかった｡ 一党支配体制の転換を
求めるという建て前とあわせて，カストロのキューバをすてて米国にやっ
てきたキューバ系市民を敵にまわしたくないためである｡ (亡命キューバ
人コミュニティは現在フロリダ州とニュージャージー州を中心に150万人
をかぞえ, ユダヤ系市民の強力な政治ロビー組織である AIPAC［米国イ
スラエル公共問題委員会］をモデルにした CANF［キューバ米国全国財団］
をつくっており，国政選挙となると AIPACと共闘して強力な活動をくり
ひろげる)｡
200億ドルになんなんとする貿易赤字を抱えてキューバ経済はまさに破
滅寸前となった｡ エネルギー消費は10分の１に切りつめざるをえなくなっ
た｡ 国民総生産は４年で325億ドルから193億ドルへとおちこんだ｡ 配給小
切手で確保してやれる食糧は１日900カロリー，パンは80グラム (！)，に
すぎなかった｡
1993年６月, キューバ駐留 ｢旧ソ連軍｣ のさいごの部隊が撤退してロシ
ア人とのへその緒は切れた｡
ワシントンをはじめとする新大陸の大部分の首都の予想をうら切って,
だが, キューバは自力で生きのびた｡
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ベルリンの壁が崩れたとき, カストロは宣言した｡ 地球を征服する
というヒトラーの夢を米帝国主義が引きついで実現するかもしれない世界
にあって, キューバは社会主義を防衛するさいごの守り手になる, と｡
その２年後のキューバ共産党第４回大会ではさらに熱弁をふるった｡
｢わたしたちは不敗である｡ [……] 祖国を救うため, 革命を救うために必
要なら, 党政治局員は全員が生命を投げだす用意がある｡ そうなってもキュー
バはすこしも弱体化しない [……]｡ 革命を抹殺するためにキューバ国民
を殺す必要があるというのなら, キューバ国民も，指導者と党につづいて
死ぬことをいとわないだろう｣ (｢ユマニテ｣, 91年10月16日号)
空き腹を抱えたままこれ以上そんな大見得につきあわされてはたまらな
い，と1994年の夏じゅう, フロリダ海峡を北上して米国をめざす大量の難
民がつづいた｡ ベトナムのボート・ピープルの再現だった｡ (ハバナの心
臓部では暴動もおきた。ただ，群衆のまえにカストロが丸腰であらわれ,
立ち去りたい市民には全面的に出国の自由をみとめる, とよびかけると,
さわぎはウソのようにおさまった｡)
結局この年９月, ハバナとワシントンの間で年間すくなくとも２万人の
キューバ人 (とその家族たち) の米国移住をみとめる協定が成立したので
ある｡
あとを絶っていた売春が復活してくるのもこのころのことだ｡ ヨーロッ
パのテレビ画面には, そうしないと家計がもたない所帯がある, と告白す
るハバナ大学の女性教授が登場して話題をよんだ｡ 危機は深刻だった｡
1989年を境にしてなべ底におち込んだキューバ経済には急速に米ドルの
闇市場がひろがった｡ カストロ政権は, 1990年からキューバは社会主義か
死かの ｢特別期間｣ に入ったと宣言して, 経済政策の大転換にふみ切らざ
るをえなかった｡ (カストロは, ｢特別期間｣ は2005年春をもっておわった,
としている｡)
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第１に, カリブ海全域の事実上の公式通貨になっている, しかし革命キュー
バとしてはタブーにしてきた米ドルを合法化して, キューバ経済全体がド
ルの闇市場化するのを阻止する必要があった｡ こうして, 国内の給料支払
いや流通にはキューバ・ペソをあて, 外国貿易や入国した外国人の使用は
外貨にかぎるという, 苦肉の２本だてシステムが導入された｡
現在, キューバ国内に持ち込まれる外貨は CUC (兌換ペソ) とよばれ
る単位に統一され, 外国人は入国のさいカナダ・ドルやユーロ等々をふく
め１ドル＝25ペソ前後の比率で CUCに交換してこれで生活することにな
る｡ (交換手数料は通貨によって５％から10％前後だが, 米ドルだけは総
額の20％が徴収される｡)
第２の改革は1993年からはじまった，サービス産業を中心にした私企業
の導入だ｡ 1968年春をもって完全に姿を消していた私営のバーやレストラ
ンが４半世紀ぶりに復活した｡ ハバナの街に彩りをそえるこれら私営の飲
食店はその名も paladares
パラダーレス
(複数｡ 単数では paladar
パラダール
. ポルトガル語の ｢味
覚｣ ｢味どころ｣) とよばれて開業あいつぎ, 大繁盛の盛況となった｡ ｢パ
ラダール｣ というのは, ’90年代はじめにキューバで大ヒットしたブラジ
ル製の連続テレビ小説からきている｡ 地方出身の女主人公が首都のリオ・
デ・ジャネイロで出したサンドイッチの屋台が大当たりし, 故郷に錦をか
ざって開いたレストランにそう命名したところから, とられた｡
かなりの税金を徴収されても手元にがっちりのこすパラダーレスのオー
ナーが輩出しはじめた｡
｢これでは CUCの導入が引きおこした貧富の格差が一気に加速して革
命精神が風化する｣ と危惧したカストロは ｢パラダーレス｣ を一時閉鎖さ
せ, 客席は12席まで, 他人は雇わない家族経営にかぎる, というきびしい
条件をつけて再開をゆるしたが, 革命後よくもわるくもすでに半世紀を経
たキューバ人たちとあって, 工夫して規制をかいくぐり客席をふやしてみ
せる ｢人材｣ にはこと欠かず，いまではハバナ市内ではなくてはならない
存在になっている｡
第３の改革は私企業導入とおなじ年にはじめた国営農場の解体だ｡ 農民
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の協同組合や個人農による経営をみとめることで, 農業生産高に国営農場
が占めていた比率は３年で75％から半分以下の30％に下がった｡
｢国が丸ごと“巨大なカジノ”に, また“米国のビジネス客の大売春宿”
に化していた革命まえのキューバ｣ (米国の歴史家, アーサー・シュレジ
ンジャー２世の評) にけっしてキューバをもどしてはならない, たとえカ
ストロが去ってもキューバのアメリカ化や野蛮な資本主義だけはごめんこ
うむる, そう覚悟している誇りたかい市民はまだまだすくなくない。中年
の政治学者，ハバナ大のＲ・ロドリゲス教授はそういい切る（’12年２月2
7日の談話)。
滞在中，ハバナ市内で目にしたエル・ヴェダド病院の玄関には大きな掲
示板が出ており，｢ひとりの生命の価値は世界一の長者の富の百万倍にま
さる」と書かれていた。キューバ政府は「特別期間」にあっても，高等教
育をふくめた全教育と医療の無料化だけは歯をくいしばって維持しぬいた
のである。
しかも，1999年には「ラテン・アメリカ医科大学」とよぶ，主として中
南米やアフリカの若者をうけいれて無償で医学教育を提供する医学校すら
創立し，これまでに28カ国からの留学生を医師19,732人，歯科医師88人，
看護士237人，検査技師464人に育てあげておくりだしている（軍医総監も
つとめた前キューバ医学会会長，カルロス・パソス博士 [Carlos PAZOS]
の’12年２月26日の談話)。
なお，同博士が提供してくれた最新の数字若干をあげておこう。
’10年現在キューバ人の医師は76,506人で人口147人当たり１人，歯科医
師は12,144人で人口925人あたり１人；乳児死亡率は1,000人あたり4.5人；
平均寿命は男性76.00才，女性80.02才，両性の平均寿命77.97才；68カ国に
たいして医療援助提供中。
それにしても観光客 とりわけヤンキーたち がもどってきたこと,
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外国からの投資うけ入れにふみ切らざるをえなかったことで (1995年には
カストロ自身もヨーロッパに出かけて投資を勧誘した), ふたたび外貨が
キューバのもうひとつの ｢真の｣ 通貨単位になりはじめている｡ 革命を実
現させた第一世代, 元老世代がなお健在である点でキューバ体制の正統性
は迫力と安定性を失ってはいないものの, 共産主義は死んで一党独裁ない
し少数者独裁がのこったという状況は中国やベトナムとかなりの程度まで
共通している｡
たよるべき大国も同盟国もなくなり, 建国以来はじめて丸裸かで生きの
びざるをえなくなった今のキューバは, その意味でははじめてかけ値なし
の自分史を歩みはじめたといえる｡ 期間と様態こそちがえキューバにのし
かかったスペイン帝国, 米帝国, ソ連帝国という３つの帝国の権力・金力
の支配をつき抜ける過程で, キューバ人がカリブ海諸国ではまれな, ｢国
民」としての誇りを共有するにいたったことは事実である｡
そのための緊急の生命線は海外から外貨と外国資本が安定して流れこむ
チャンネルをつくって経済を立て直すことだ｡ そうおもいさだめて, それ
では肝心の革命の大義が汚染され希薄化してしまうとしぶる兄のフィデル
を説得したのが, 長く国防相をつとめてきた弟のラウルだといわれる｡
ラウルはそのための具体的な手段として, ひとつは大がかりなリゾート
開発を推進して海外の観光客をよびこむこと, もうひとつは米国を中心と
した海外のキューバ人コミュニティからキューバの肉親や友人にむけた
送金を促すこと, という２本立ての外貨獲得戦略をすすめてきた｡
この間，フィデルを国づくりの師と仰ぐベネスエラのチャベス大統領が
国際価格よりずっと割安な値段で提供してきた石油も, キューバ経済を支
えてきた生命線のひとつである。(以下については, 2006年８月２日号を
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観光産業最大のマネジャー供給源はラウル・カストロ
ひきいるキューバ軍
はじめとする ｢ル・モンド｣ 紙の ’06, ’07, ’08年のキューバ関係の報道,
ブライアン・ラテル［Bryan LATELL］著『カストロ以後─ラウル・カス
トロとキューバ革命の未来』[パルグレイヴ＝マクミラン, 2005］による
ところが大きい)｡
ハバナの東方, 大西洋にむけて12マイルにわたり細長い帯状になってつ
き出ているカリブ海随一の景勝地, ヴァラデッロといえば, かつて米国の
大富豪デユポンがそっくり所有して別荘をおいていた土地だ｡ ここに, 旧
デユポン邸と付属したみごとなゴルフ・コースもふくめてクリーンで健康
的な滞在型ホテルが大小あわせて50あまりも林立するリゾート地が出現し
た｡ これを手はじめに, できるだけ手つかずの自然をのこした, 環境にや
さしい休暇村型のリゾート・ホテル群が, こうしてキューバ各地に誕生し
ている｡
カストロ体制を支えてきたキューバ軍, 内務省, 共産党という３本柱の
うち, 1956年にヨット ｢グランマ｣ 号にのってメキシコからキューバ・オ
リエンテ州の海岸に到着したカストロのゲリラ・グループを源流とするキュー
バ軍 (正式のよび名は ｢キューバ革命軍｣ ＝FRA) こそ, 革命いらい一貫
してもっとも忠誠心と献身能力の高い人材をあつめ, もっとも安定しよく
管理された組織として機能してきた存在である｡ (内務省も事実上その支
配下にある｡) 長く国防相をつとめてきたラウル・カストロにとって, み
ずから手塩にかけて育ててきた, もっとも信頼する組織でもある｡
そしてラウルは, かねてから若手のすぐれた将校をえらんでヨーロッパ
のビジネス・スクールにおくり, 国際経済と企業管理のわかる人材を育て
てきた｡
いまや外貨獲得のための戦略産業となった観光産業の重要部分は, ラウ
ルの右腕として国防次官をつとめてきたジウリオ・カサスが社長をつとめ
る国防省の持株会社の管理下にある｡ この国防省持株会社は観光産業のほ
かに, 兵器産業をはじめとして通信・不動産・海運・陸運・国内航空といっ
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た10をこえる重要業種の有力企業を傘下にもつ強力な存在であり, キュー
バ軍自体と国全体のための外貨のかせぎ頭でもある｡
兄フィデルのもつ図抜けたカリスマ性には欠けるものの実利主義・現実
主義に徹したチーム・リーダー役を演じうるという, フィデルとはまった
くちがうクールな ｢マネージメント・スタイル｣ をもつラウルが2008年２
月, 病いのフィデルにかわって正式にキューバ大統領 (正しくは ｢国家評
議会議長｣) の座についたことは, こうみてくると自然な流れといってよ
い｡
ところで, ラウル大統領誕生直後の３月, キューバきってのコンピュー
タ技術のエリート養成大学 ｢国立情報科学大学｣ を訪れて学生との対話に
のぞんだリカルド・アラルコン国会議長が, 学生たちの繰りだすするどい
質問の砲火─ ｢なぜわれわれには海外旅行の自由がないのか｣ ｢林立する
リゾート・ホテルを外国人専用にしてキューバ人を立入禁止しているのは
なぜか｣ ｢検索エンジン・グーグルの使用をなぜ制限するのか｣ 等々─を
浴び度肝をぬかれて立往生するという事件がおきた (｢ニューヨーク・タ
イムズ｣, 08年３月６日号)｡ 手まわしよく準備をととのえてこの情景をヴィ
デオに記録しておいた学生たちは, 手づくりの地下ネットワークをつうじ
てすかさず全国にコピーをばらまいた｡
ラウル大統領はうごいた｡ 翌４月の大統領就任演説で, ｢行きすぎた規
制は緩和する｣ と言明したとうり, 外国人にしか認めていなかったホテル
への宿泊をキューバ市民に解禁し, 販売を制限してきた携帯電話や電気炊
飯器などの日用電気器具の購入も自由化した｡ 平等主義の原則に立って設
定されていた給与の上限を撤廃し, 能率給制度を導入することも約束した｡
｢カストロ後政権｣ ともいえるラウル体制のエリートたちは, 一般市民
の生活水準・情報入手水準をいかに慎重なペースをとるにしても実質的に
引き上げていかないと政権の安定性・正統性はぐらつかざるをえない時期
にきている, という認識ではコンセンサスができているといえよう｡
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ラウルは, 命令経済下のカネ食い虫になってきた公務員層は10年以内に
40％，50万人を解雇することを決定して ’11年から実施しはじめている。
政府と党の役職者の任期は５年とし２期以上はみとめないこと, も明言し
ている｡
これと平行して ‘11年秋から自動車，ついで住宅，の売買が解禁された。
住宅は１人あたり１軒しか持てないという制限はついているものの，車や
住宅を持っていても「使用権」に止まっていたものが，一定の税金を納め
れば「個人財産」として売買できる道がひらかれた。
革命後半世紀に至ってついに不動産の売買が合法化され，カストロ体制
は慎重なペースながら決定的な「過渡期」にふみこんだといえる。
革命をしらない若い世代をとりまく世界の環境は，半世紀まえに革命を
実行したカストロ兄弟ら祖父母の時代, アフリカ大陸まで出かけて革命戦
争をたたかった父母の時代, とは大きくかわりつつあるが, 革命世代にも，
若い世代をとりまく新しい現実を直視している人はすくなくない｡ ｢たた
かうことなしにもっと消費したい, 安楽に生活したい, という人が生まれ
ている｡ 意識してか無意識にか, １枚のシャツ, １足の靴, １台の車の方
が国の主権や社会正義より大事とおもうキューバ人が出てきている｣｡ こ
れは, 1961年に米国から出撃してカストロ政権打倒をめざした亡命キュー
バ人の侵略軍の撃退にあたったキューバ軍のある将軍の述懐である｡
それだけに, いまや高齢の首脳陣もじつは意外に早くから若い世代を登
用することにつとめてきたのであり, 上にのべた ｢特別期間｣ のもろもろ
の政策も具体的な立案にあたったのは３, 40才代のエリートだったのであ
る｡
地政学上からみても長期的には米国経済圏とかかわって生きていかざる
をえないキューバである，米国型資本主義とは一線を画してキューバ型の
福祉社会を発展させていけるかどうか, そのカギをにぎるのが若い世
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代の政治エリートの動向であることは，たしかであろう。
つぎに引く, 長く漁業相をつとめたエンリケ・オルトゥスキ (Enrike
OLTUSKI) のことばもそのことを証ししている。同氏は1930年生まれ,
カストロ兄弟とともに山中のゲリラ闘争の時代から行をともにしてきた革
命家のひとりである｡ 同氏の省では一貫して若者を登用することにつとめ
てきた｡
［わたしの省では］｢わたしは例外です｡ わたしの省の次官たちはずっ
と若くて30才から35才までの人たちです｡ わたしたちが若者を登用してい
るのは, 革命の行くすえを決めるのは, かれらだからです｡
かれらに責任をもたせないと, 革命に反する行動をする可能性がありま
す｡
［ソ連をはじめとする］社会主義圏でおきたのは, まさにそれでした｡
老人世代がポストに居すわって動こうとしないので, 若い世代がこれに反
対して立ち上がったのです｡
そんなわけで, 今日のキューバ政府のポストは95％を若い人たちが占め
ています｣ (同氏著 ｢地下生活─革命のなかのわが人生｣ [Vida Clandestina :
My Life in Revolution], ニューヨーク, 2002年, 288ページ)
(2012年11月27日)
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